特定非営利活動法人支援の会ひまわりのあゆみ

	年　　　月
	記　　　　　　　　　　　　　事　　　　　　　　　　　　

	H９(1997)
        ２月
	兵庫県腎友会阪神支部役員会において『要介護透析患者支援の会』設立の提案がされる。

	　　３月
　　　
	阪神支部三役において議論のうえ設立を決定する。
西宮市池田町に阪神支部事務所を設立。

	　　　４月


	『支援の会』会則の骨子作成､介護ボランティアを募集したところ37名の応募者あり。

	　　5月
	代表幹事，役員会において意見交換、賛成多数で支援の会設立が承認されるとともに第1回介護ボランティアの会を開催し、今後の進め方運営方法等についてその先駆者で北九州市、並びに平塚市の実例等について研修を実施する。

	　　6月
	役員会の開催に際し宝塚市カーボランティア代表針生氏を招聘し懇談、研修するとともに、アンケートにより要介護希望者通院支援を調査したところ25名の希望者があり、対象者について直接面談等により実情を把握、阪神支部総会において支援の会の設立が提案され賛成多数で可決成立する。

	　　8月
　　
	尼崎永仁会病院において初の通院支援活動が、自家用車と徒歩で実施された、また支部会員に支援の会の入会案内を配布、会員、家族28名が入会される。
尼崎の福祉について勉強会を開催、主として尼崎在住の会員さんを対象に尼崎市障害福祉課の課長による講演を実施。会員288名、家族80名参加。

	　　11月
	介護研修会開催。介護の基本、ボランティアの基本、車椅子の操作、盲人介護の要領等の実施訓練と西宮消防署レスキュー隊員による指導で心肺蘇生術実地訓練。午前38名、午後26名の参加。

	Ｈ10(1998)
        ２月
	通院ボランティアの募集について各病院患者会にお願い。

	　　3月
	透析患者から見た福祉の調査。各市別に資料を取り寄せるとともに、障害福祉課等に出向き担当者に面談。６市１町の広報内容をまとめパンフレットを作成し、「支援の会を開始して」を発行

	　　4月
	滋賀県腎友会から会長ら4名の方が來局し、支援の会の計画及び運営の構想について懇談する。

	　　5月
　　
	第1回支援の会日帰りツアー【海遊館見学】尼崎、西宮､芦屋の会員を対象として日頃の通院以外に外出困難な方々44名参加､車椅子8台使用。
介護ボランティア募集のパンフレットを作成し各行政及び関係先にドナーカードとともに配布する。

	　　6月
	支援の会入会案内配布の結果、平成10年度会員数342名(9年度の会員を含む）となる。

	　　８月
	第2回支援の会日帰りツアー【万博記念公園日本庭園】伊丹､川西、宝塚、猪名川の会員を対象として、３３名参加、車椅子6台使用。

	Ｈ11(1999)
　　　　６月
	支援の会入会案内を配布　会員数291名(9月､10月を含む)。

	　　8月
	伊丹ホールにて伊丹の福祉についての勉強会。

講師　伊丹障害福祉課主査ほか2名

	　　9月
	第3回支援の会日帰りツアー【大阪城見学】53名参加、車椅子使用


	　　10月
	各市長に対して通院支援の要請文書を郵送する。

	　　12月
	通院バスへの支援要請文を尼崎市議会に提出する。
ＮＰＯ設立の相談会実施。

	Ｈ12(2000)
        １月
	全腎協へ要望申請し３０万円の助成金を受ける。
ワゴン車運行説明会。永仁会病院、同北クリニック合同幹事会､協立病院にても同説明会開催。永仁会病院院長、事務長参加。
ワゴン車運行についての懇談、末森､川田、赤松ほか役員参加。

	　　2月
	牧病院長、事務長とワゴン車運行について懇談、川田ほか4名参加。

	　　3月
	くきクリニック院長とワゴン車の運行について懇談、末森、川田参加。

	　　　　７月
	新車購入（1・２号車）

	Ｈ13(2001)
        ３月
	日本財団よりニッサンキャラバン寄贈（3号車）。
永仁会病院にて送迎実務について会議を行う。

	　　6月
	『介護保険についての勉強会』尼崎労働福祉会館
講師、尼崎市介護保険課長、50名参加

	　　７月
　　
	東京にて全腎協主催による福祉問題研究会開催、1名参加。
第１回支援の会運行会議開催、危機管理問題､送迎中の緊急時の対応策、　送迎の期間、範囲、患者の希望にどこまで対応するか､又家族の関心度について討議。
同月、第2回支援の会運行会議､運転者交代要員の確保､透析時間の確認をとり、薬局での待ち時間短縮の要望。

	　　8月
	第3回支援の会運行会議、ＮＰＯ法人設立の検討、ボランティア運転者としての高田氏就任、介護者名簿を作成。
全腎協主催､通院支援についての全国規模の東京会議、2名参加。

	　　9月
	第4回支援の会運行会議開催､毎月の1～3号車の必要経費を調査する。利用者本人の協力金、病院負担金、患者会協力金によって運行する体制確立。
神戸しあわせの村へのレクリエーション、40名参加､送迎用ワゴン車3台。尼崎市から借用のワゴン車2台、星優クリニックの車1台､マイカー4台使用､介護用具の見学も含む。

	　10月
	第5回支援の会運行会議開催。会議案内議事録等のＩＴ化支援。
ワゴン車定時運行の検討（一般バス並）　結論としては無理。
支援利用者の入院時の取り扱い、利用協力金のとりあついかいについて協議。

	　　　　12月
	尼崎市福祉協議会より軽車両寄贈（4号車）。

	H14(2002)
        4月
	三菱電機より携帯電話、パソコン等寄贈。

	　　　　7月
　　　　
	NPO法人認可　特定非営利活動法人支援の会ひまわり設立。
理事長に小泉邦昭氏就任　専従職員雇用（小田勢津子）。

	H15(2003)
　　　　１月
	日本財団より車両（マツダプレマシー）寄贈（５号車）。
5台の車を使って通院支援を実施。

	
	今年度より利用者の介護状況並びに、利用者の苦情の調査を定期的に実施。

	3月
	第1回通常理事会。

	　　　　４月
	日本財団より車両（マツダデミオ）寄贈（６号車）。

	
	木口財団より専従職員人件費助成。

	　　　　５月
	丸紅よりカーナビ5台寄贈。

	9月
	介護支援費制度学習会

	　　　　　
	第1回総会　役員選任等。

	　　　１０月
	第２回通常理事会　

	Ｈ16（2004）

　　　　２月
	第３回通常理事会。利用者の増加策、赤字路線の解消策について協議。

	　　４月
	第４回通常理事会。総会議案の審議。

	5月
	第2回総会　３８名出席（内１９名委任状）

収支決算のほか川田理事死去にともなう役員選任等。

	　　　１０月
	第５回通常理事会

	H17(2005)
        １月
	NPO法人の有償運送に対し、消費税が付加されることとなる。
ガソリン価格の高騰で損益は大幅に悪化。

	　　　　４月
	第６回通常理事会。総会議案審議。

	　　　　５月
	第3回総会　７０名出席（内４９名委任状）。
収支決算のほか役員改選等。

	
	この頃から「ひまわり」安定期に入る。
ケアマネージャー（谷口）定期相談コーナー設置。

	　　　　７月
	第７回通常理事会

	　　　　９月
	第８回通常理事会。新規事業について、定款変更。
臨時総会。７１名出席（内５４名委任状）。
目的変更、役員定数について定款変更決議、役員選任等。

	H18(2006)
　　　　２月
	24時間テレビより福祉車両（トヨタシエンタ）寄贈（7号車）。

	　　　　４月
	第９回通常理事会　

	　　　　５月
	第4回総会。７１名出席（内５５名委任状）。
役員の全員再任、定款変更（目的変更）等決議。

	　　　　６月
	救急救命研修・西宮消防署にて実施。21名参加。
道路運送法80条申請許可。『福祉有償運送許可団体』となる。

	　　　　７月
	中古車（トヨタノア）購入（８号車）。

	　　　　8月
	透析患者の基礎知識の研修。サンアビリティーズにしのみやにて実施。　

24名参加。

	　　　１０月
	第１０回通常理事会　

	　　　１１月
	臨時理事会。事務局移転の時期を決定。
臨時総会。７３名出席（内５８名委任状）。
事務所移転に伴う定款変更を決議。

	　　　１２月
	事務所を西宮市今津水波町１－７に移転。
透析患者の介護基礎知識の研修。西宮市立勤労会館にて実施。２２名参加。
車両リース（トヨタノア）（１０号車）。

	H19(2007)
        １月
	全ての車両を福祉車両に更新。
これによりほとんどの車両で車いすでの移送が可能になる。

	　　　　４月
	第１１回通常理事会。総会議案審議。　　

	　　　　５月
	第5回総会。７７名出席（内５５名委任状）。
移送サービスの安定、運営強化を図る為、利用者協力金及病院協力金の値上げ案等可決。

	　　　　７月
	専従職員として淡路佳子氏新採用。　　

	８月
	平成19年度年賀寄付金配分事業により車両（ニッサンセレナ）寄贈（１１号車）。
11号車導入に伴い号車の配置転換を実施。

	Ｈ20(2008)
        ２月
	日本財団より車両（ニッサンセレナ）寄贈（１２号車）。

	　　　　４月
	木口ひょうご地域振興財団より「要介護透析患者通院支援レベルアップ」事業の助成金（１００万円）交付決定。
第１２回通常理事会。総会議案審議。

	　　　　５月
	第６回総会。５９名出席（内４４名委任状）。収支決算、定款変更等。
専従職員小田勢津子氏退職。　
臨時理事会。（福祉有償運送）運営協議会への対応について。

	　　　　６月
	改正道路運送法第７９条の３に基づく自家用有償旅客運送者としての登録を受ける。登録番号「神兵福第５９号」。

	　　　１０月
	永仁会病院と協立病院において透析後の見守り活動を開始。
ボランティアヘルパー（見守り）各１名を派遣。

	Ｈ21（2009）
　　　　２月
	第１３回通常理事会　

	　　　　４月
	第１４回通常理事会。総会議案審議。

	　　　　５月
	第７回総会。５９名出席（内４５名委任状）。役員改選、定款変更等。

	　　　　９月
	臨時総会。７４名出席（内６５名委任状）。役員改選。

	　　　１０月
	臨時総会。５９名出席（内４９名委任状）。役員改選。
９月の時点では理事の定数増の定款変更にかかる認証が間に合わなかったために役員改選をやり直し。
見守り１名増、計３名となる。

	　　　１１月
	第１５回通常理事会

	Ｈ22(2010)

        １月
	見守り１名増、計４名となる。
これにより永仁会病院と協立病院において毎日の見守りが可能になる。

	　　２月　　
	見守りの募集広告を出し、新たに１０名を採用　１４名体制となる。

	　　　　３月
	永仁会病院・協立病院・第二協立病院の３つの病院において、透析の開始前と終了後の２回見守り活動を本格的に開始。　

	　　　　４月
	第１６回通常理事会。総会議案審議。

	　　　　５月
	第８回総会。８９名出席（内、委任状６８名）。
副理事長の小田美秀氏死去。

	　　　　６月
	臨時理事会。車両更新及び増車の方針決定。

	　　　　７月
	新車（トヨタラクティス）購入（１４号車）。尼崎３号車として運行開始。
事務局車として使用してきたマツダデミオ（６号車）を鳥取県北栄町社会

福祉協議会に無償譲渡。

	　　　　９月
	新車（トヨタノア）リース開始（１５号車）。尼崎３号車として運行開始。
尼崎３号車として使用していたトヨタラクティスを宝塚１号車として運行開始。それまでの宝塚１号車（トヨタシエンタ）を事務局車に転用。
第１７回通常理事会。上半期の事業報告・収支状況。

	　　　１０月
	兵庫県社会福祉協議会のフロンティア事業助成の助成金（１００万円）交付が決定。
日本財団の「車いす対応車の整備」にかかる助成金（１６８万円）の交付が決定。

	Ｈ23（2011）
        ２月
	西宮消防署にて普通救急救命講習。２２名。

	　　　　３月
	日本財団の助成にて購入した新車（ニッサンバネット）（１６号車）が届き、川西２号車として運行開始。旧川西２号車は日本財団の海外寄贈プロジェクトに基づき日本財団に引き渡す。

	　　　　５月
	兒島伸光理事、体調不良により辞任。
はぁ～とふるふぁんど委員会から見守り事業に５０万円の助成が決定。
第１８回通常理事会。総会議案を審議。
三田市において阪神地区福祉有償運送運営協議会が開かれ、更新時期を迎えたひまわりも参加。
郵便事業株式会社の助成金３００万円が決定。これにより、はぁ～とふるふぁんどの助成金については辞退。

	　　　　６月
	運営協議会の合意が整い、近畿運輸局神戸運輸監理部に登録の更新を申請。
第９回定期総会。９４名参加（内委任状７２名）。役員改選、齊藤庸監事退任。
福祉有償運送の更新登録証を受ける。

	　　　　9月
	第１９回通常理事会　この理事会で訪問介護事業所設立の申請について審議。不足している登録ヘルパーの求人をすることを決定。

	　　　 10月
	ヘルパー資格を持つ運転手や登録ヘルパーの求人広告を出す。
しかし、設立条件を満たすことができなくなり、設立作業中断。

兵庫県警察本部並びに自動車安全運転センターから「優良安全運転事業所」として銀賞を受賞。

兵庫県腎友会の設立４０周年記念大会において、通院困難な透析患者の移送に貢献したことにより感謝状を受ける。

	　　　１２月
	くきクリニックの増車要望に基づき新車を購入。宝塚２号車とする。これにより、送迎車両は８台となる。

	　　　　１月
	23日から宝塚２号車の運行を開始。

	　　　　２月
	西宮消防署において普通救急救命講習。１１名参加。内５名が見守り。

	
	


